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異
斤~
吊

ヌL

曲象
犀言tf:-

繋ま
盗る
が
深
刻
化

水
稲
被
害
額
は
3
億
5
，3
6
4万
円

ほ
と
ん
ど
立
っ
た
ま
ま
の
水
稲
(
ゆ
月

5
日

特
に
水
稲
へ
の
被
害
は
山
間
部
を
中
心
に
深
刻
で
、

9
月
日
日
の
被
害
調
査
に
よ
る
と
減
収
量
は
1
，
1

9

1
ト
ン
、
被
害
額
は
3
億
5
，
3
6
4
万
円
に
の
ぼ
る

見
込
み
で
す
。

村
で
は
、
国
や
県
の
動
向
を
受
け
て
各
農
協
・
農
業

共
済
組
合
な
ど
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
対
応
に
あ
た
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、
天
災
融
資
法
が
発
動
さ

れ
た
場
合
の
各
種
災
害
資
金
の
貸
付
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
広
報
無
線
な
ど
を
通
じ
て
農
家
の
皆

さ
ん
に
希
望
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

申
請
を
す
る
方
は
悶
附
阿
川
凶

を
持
参
し
て
下
さ
い
口
ま
た
、
該
当
す

る
方
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
被
害
証

明
書
、
減
収
額
調
書
な
ど
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

園田直面聞置E盟圃目

平成5年10月15日
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村
県
民
税
と

国
民
健
康
保
険
税
を

減

免

ま
た
、
村
と
し
て
は
、

m月
8
日

の
臨
時
会
議
で
議
決
さ
れ
た
「
冷
害

に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る
村
(
県
)

民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の
減
税

に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
ま
す
。

減

免

の

基

準

-
村
県
民
税
・
・
・
前
年
の
合
計
所
得
が

剛
万
円
以
下
の
方
で
、
今
年
の
農
作

物
の
損
害
(
農
作
物
共
済
に
よ
り
支
払

わ
れ
る
共
済
金
額
を
除
く
)
が
平
年
作

の
鈎
%
以
上
の
方
が
該
当
し
ま
す
。
た

だ
し
、
農
業
以
外
の
所
得
が
加
万
円
以

上
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

-
国
民
健
康
保
険
税
・
・
・
村
県
民
税
に

準
じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
被
保
険
者

全
員
の
合
計
所
得
金
額
の
合
算
合
計
額

が
側
万
円
以
下
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

ま
ザ
は
申
請
を

こ
れ
ら
の
減
免
を
受
け
る
に
は
、

減
免
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
請
の
受
付
は
、
同
州
凶
凶
川
附
貯

の
2
日
間
、
玉
川
村
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
と
須
釜
公
民
館
で
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で
行
い
ま
す
。

この申請をする場合は、

提出してください。

この手続きにより、予定納税額が減額になったり

納付しなくても済むようになります。

申請の手続き等について、おわかりにならない方

は、お早めに税務署にご相談ください。

を

須賀川税務署

包(0248)75-2194 

減
免
に
該
当
し
な
い
方

置顧副首E擁護園闘誠謹E雷謹言園

次
の
方
は
、
こ
れ
ら
の
減
免
に
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

-
農
業
所
得
の
な
い
方

・
村
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
均
等
割

の
み
を
納
め
て
い
る
方

※
な
お
、
申
請
さ
れ
て
も
必
ず
減
免

に
該
当
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
、
不
明
な
点
な
ど
は
役
場
税
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
町

1
3
1
0
1
内
線
出
番
・
お
番

平成5年10月

電年 氏 住
話齢名所

回目回-回国
福
島
県
石
川
郡
玉
川
村
大
字
小
高
字
中
畷
九

玉

川

村

役

場

内
た

ま

か

わ

行

広
報

広報たまかわ
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女
性
の
高
齢
者

有

賀

南
須
釜

チ

さ

ん

a歳
)

-・・.・・・.
・・-

と体つ長く動字をたれ
安を I実生なで寧くだたご
と動ときり白宣れこハ iz
空かにのま頭雫まうル孟
子すか秘しがえしとピ汗
。こくけだ熱感た手は三

ょ長三空
くる/ ..J 

さ し見と p 主

たご:とぐ
ら'- vノと
ミれ手い
JLにイ乍ど
ノ包り J

さ p 。て
んコあ差
のよりし
手うが出
書己たし
きとくて
文紙いく

玉
川
村
の
叩
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
、

9
月
内
日

現
在
で
幻
人
で
す
。
こ
の
方
々
の
長
寿
を
お
祝
い

し、

9
月
9
日
と
叩
日
に
村
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お

宅
に
伺
っ
て
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、

最
近
の
暮
ら
し
の
様
子
や
長
生
き
の
秘
け
つ
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
(
熊
田
す
み
さ

ん
と
関
根
キ
ヨ
さ
ん
は
不
在
の
た
め
お
話
を
う
か
が
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
)

関根ソノさん(96歳)北須釜

山ゼをひいてから、少し体調をく
すしてしまい、現在は寝ているごと
が多くなりました。(写真は昨年のも
のです。)

三瓶トモさん(94歳) ) 11 辺

豆みそが好物で毎日食べていま
す。そのせいか歯も丈夫で、なんと
下の歯は全部自分のもの。居間のコ
タツで過ごす毎日です。

4 

車田カネさん(92歳)小高

食事や洗たくなど自分のことは自
分でやります。兄弟も畏生き。お客
さんは、必す玄関まで出て見送りま
す。

倉

。

蔵

車田ワキさん(92歳)小高

フロたき、草むしり、チャボの世
話が日課。家族の洗たくものもたた
んでくれます。天気の良い白は買い
物にも出かけます。

越

か

m
M

年
日
月
M
日

"" 

勝

岩

法

寺

。

ω年
1
月
5
日

士
口

北

須

釜

ネ貝

96 

mw
年
5
月初
ω
日

ソ

ノ

"" 

井氏

良

96 94 

勝

万え

I
 
I
 

'E，J
 

辺

"" 

幻
年
日
月
お
日

男

南

須

釜

モ

ト

94 

ロ
年
6
月
幻
自

サ

タ

田

ン

ノ

ィシ

お
年
9
月
幻
日

儀

田

不

カ

今

お
年
目
月
9
日

世T
I司

儀

雄

ウ

お
年
日
月
倒
的
日

幸

田

キ

ワ

"" 

お
年
4
月
ロ
日

i
 

l
 

p
'
f
J
 

辺

林

。

鈍
年
8
月
日
日

"" 

手リ

93 

正

吉
岡

92 

五

日百

秋

士
口

92 92 

英

ム口、γE

92 

竜

自奇

92 

久

夫

鈍
年
8
月

m日

(年齢は 9月15日現在)

岩法寺

最近まで自宅裏の道路工事現場に歩いて出かけ、現場監督をしていま

した口冷夏の思い出を開くと「干ばつがひどくて観音様に雨ごいしたこと

はあっけども、今年みたいに寒くて米のとれなかった年はねえーナイoJ

とタバコをおいしそうにふかしながら答えてくれました。

佐久間倉蔵さん (96歳)男性の高齢者

ク

92 

章・

中

勇

釜

之

l
 
i
 

，.，，
F
 

辺

。

斜
年
9
月
お
日

手'

"" 

91 

綱

之

兼

M
年
9
月刊
ω
日

91 

み

λ久、

'ロー

タ

M
年
目
月
初
日

91 

一房

夫

"" 

次

91 

す

"" 

南

須

釜

お
年
1
月
2
日

一房

高

文

雄

お
年
日
月
日
日

田

ヨ
シ
ノ

ク

ネ良

90 

英

90 

直

長十

イ乍

'l 

お
年
2
月
7
日

中

キ

ヨ

づ，

'l 

千
代
之
助

初
年
2
月
四
日

90 

男

ゴピ
ijyF 

生

90 

お
年
4
月
初
ω
日

藤

ハ
ル
ヨ

ク

初
年
7
月
幻
日

校

二L

ス新
聞
や
テ
レ
ビ
を
み
て
い
る
せ
い
か

情
報
通
で
す
。
目
が
少
し
不
自
由
で
す

が
、
天
気
の
良
い
日
は
散
歩
に
も
出
か

け
ま
す
。

「
学
生
の
時
に
石
川
町
の
学
校
に

5

年
間
歩
い
て
通
っ
た
の
が
、
長
生
き
の

理
由
か
ね
」
と
兼
嘉
さ
ん
。
酒
も
タ
バ

コ
も
の
み
ま
せ
ん
。
家
の
中
で
過
ご
す

毎
日
。

南

須

雅

90 

野崎ツジさん
(92歳・ )11辺)

小林ハルヨさん
(92歳・竜崎)

身
の
ま
わ
り
の
こ
と
は
自
分
で
や
り

ま
す
。
早
寝
早
起
き
で
夕
方
は
5
時
頃

に
は
寝
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
家
の
前

で
イ
ス
に
座
り
外
を
な
が
め
て
過
ご
す

毎
日
。

高橋兼嘉さん
(91歳・)11辺)

森 儀雄さん
(92歳・吉)

入
院
し
て
か
ら
家
の
中
で
過
ご
す
ご

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
外
へ
散
策

も
し
ま
す
。
三
度
の
食
事
も
き
ち
ん
と

と
り
ま
す
。

5 



平成5年10月広報たまかわ

大越サタさん (94歳・南須釜)

「
鎌
も
大
事
に
使
う
と
こ
ん
な
に
な
る
ま
で
使
え
る
ん
で
す

ト
小
」

家
の
回
り
の
草
刈
り
を
し
て
い
る
サ
タ
さ
ん
は
鎌
研
ぎ
の
名
人

で
も
あ
り
ま
す
。
ご
飯
は
自
分
で
炊
き
、
好
き
嫌
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
自
分
の
体
に
聞
い
て
動
く
ご
と
」
が
長
生
き
の
秘
け
つ
だ

そ
う
で
す
。

平成5年10月

敬老の日おめでとうございます

9月15日に行われた平成5年度玉川村敬老会の際に、記念

品等を贈られた方々を紹介しますo (敬称略)

平成5年度玉川村敬老会特別記念品贈呈者

80才になられた夫婦

広報たまかわ

小針千次さん (92歳・中)

夫婦でお元気です。千次さんは足が少し不自由にな

りましたが、顔のツヤはとても良いです。晩しゃくが

楽しみですが、休肝日を設けて健康にも注意していま

す。 I孫が20人、曾孫が24人」と奥さんのナ力さん。

子供たちの成長が楽しみのようです。

小針信作さん (90歳・中)

少し耳が遠くなりましたが、庭を散歩するなど足は

丈夫です。ぞれもそのはす、 86歳の時に7回目の富士

登山をしています。食事は臼に三度きちんととり、好

き嫌いはありません。とにかくおフ口が大好きで、日

に何度も入ります。ごれが長生きの秘けっかも……

車田シノさん (93歳・小高)

「毎年、ご苦労様だナイ」とニコニコしながら出む

かえてくれました。

コタツで横になっていることが多くなりましたが、

三度の食事はきちんととり、好き嫌いはありません。

ニコニコす否のが長生きの秘けっかも。

6 

--~，圏谷房次さん (91歳・南須釜)

「りっぱな殺の木ですね」左古木について聞くと
「まだ若い、 60年位じゃろ」と答えてくれました。桜

の大木も房次さんの前では老木になってしまいます。

小鳥・チャボ・カメ… 房次さんは、様々な生き物
に固まれて過ごしています。昔から馬や牛を飼ってき
たとの事で、生き物の世話をすることが長生きの秘け
つになっているようです。

白
も
耳
も
達
者
で
、
手
を
い
つ
も
動
か
し
て
い
ま
す
。

少
し
ボ
ケ
て
し
ま
い
、
家
族
と
過
ご
す
毎
日
で
す
が
、
温
か
い

家
族
と
の
触
れ
合
い
が
長
生
き
の
秘
け
つ
に
な
っ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。
食
事
も
き
ち
ん
と
と
り
、
好
き
嫌
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

吉田綱義さん (91歳・川辺)

こちらも夫婦でお元気です。 I長生きの秘訣は何で

すかね」と聞くと「これだっパイ」とお酒を飲む手ぶ

りで答えてくれたのは奥さんのタリさんです。日に 2
回?は、お酒をたしなむそうです。そのせいかとても

元気で、田や畑へも出かけ、草を刈ったりします。
佐藤ハルヨさん (90歳・蒜生)

「
敬
老
の
お
祝
い
を
孫
が
書
い
て
く
れ
た
ん
だ
よ
」
と
、
手
紙

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

足
が
少
し
不
自
由
で
す
が
、
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
行
い

ま
す
。
食
事
は
臼
に
三
度
き
ち
ん
と
と
り
、
い
つ
も
決
ま
っ
た
量

だ
け
食
べ
ま
す
。
「
孫
が
め
ん
げ
く
て
ナ
イ
」
と
、
お
孫
さ
ん
の

成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
否
毎
日
で
す
。

平成5年度金婚夫婦で表彰を受けられた方
(福島民報社による表彰)

平成5年度米寿をむかえられた方

明治37年 9月16日~明治38年9月15日生

宇和尚平189

宇和尚平222

字舘97

音E

旗

藤

矢

須

白

辺l
 
i
 

f
t
J
 

車田ヨシノさん (90歳・小高)
榊枝ス工さん (90歳・南須釜)

「
い
い
も
の
見
せ
て
や
っ
か
ら
ナ
イ
L

と
ビ
ロ
ー
ド
の
袋
を
持
っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
中
か
ら
は
木
製
の
コ
ン
パ
ク
ト
み
た
い
な

も
の
、
二
つ
に
割
っ
た
ら
見
事
な
仏
像
の
彫
物
が
表
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
に
住
む
息
子
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
が
長
生
き
の
秘
密
か
な
0
・
耳
が
少
し
遠
く
な
り
ま
し
た
が
、

身
の
回
り
の
こ
と
は
全
部
自
分
で
行
い
ま
す
。

字舘97

字御城40

字後作田 7

字新屋敷28

字中ノ町107-2 

字滝作33

字森殿86

正雄 1 75 

カネヨ 1 69 

保き j--~~
正男 1 75 

みよ子 172 

亀吉 1 79 

イチ 171

幾哉 1 76 

綾子 1 75 

林久徳 1 69 

ジン 1 68 

正人 1 73 

ヨシ 171

嘉蔵 172

マツノ 171 

小 林 要右ヱ門 1 77 

サタ 172

房害 1 69 

ツ 167 

直春 171
フジヨ 1 69 

哲男 1 75 

モヨ 171

字椛屋17

本

吹

谷

木

升ミ=

キJド

釜

坂

鈴

須

矢

万t

石

国

官
同

崎

北須釜

中

岩法寺

竜

南須釜

字沢目木102

7 

字中下52
5
一8

ρ
h
u

・
ρ
h
v

Ez--'a-B'EEB' 

男
一
ヨ一ツ

力
一
カ

谷

木

瀬

鈴
士
口
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1人当りに使われたお金
45?，409円

平
成

4
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
決
算
が
、

9
月
定

例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
ぜ

し
ま
す
。

29，375円

56，594円

104，664円

78，302円

53，878円

32，780円

-児童手当支給事業

・児童措置事業(保育所)

・老人ホームヘルプサービス事業

・農業集落排水事業(J11辺)

・老人保健費(総合検診事業ほか)

・岩法寺ミ二ライスセンター建築工事

・営農環境整備事業(吉集会所新築工事)

・松くい虫防除事業

・県単林道開設事業(山新田)

・ふるさと創生事業(語学講座・海外派遣

事業・中学生圏内研修)

・団体営農道整備事業(山小屋、南須釜、

北須釜、)Ilill)農道改良工事

・村道 1-1(}号舗装新設工事委註

(竜崎・小高J 9，800万同

・村道小-24号線道路改良工事委託(JJ¥高)2，754万円

・非補助土事改良事業

(南須釜、吉、北須釜、蒜生)

・凍雪害防止工事(吉)

・緊急地方道路整備事業道路改良士事

(岩法寺) 5，124万円

・特殊改良一種工事(北須釜) 4，063万円

・村営住宅建築工事(4年度分) 1億101万円

(南須釜長内団地) (総工費 1億9，243万円)

・村営住宅建築工事(4年度分) 1億4;622万円

(竜崎・蕨岡団地) (総工費 2億7，640万円)

・小型動力ポンプ積載車購入(蒜生分団) 260万円

・防火水槽新設工事(北須釜・南須釜) 665万円

・須釜中学校体育館士事ほ力、 21.憲6，420万円

・泉中学校縁化工事 2， 709万円

・西部共同調理場排水処理施設工事ほか 2，415万同

・玉一小学校体育館屋根己主修工事 1，339万円

37億4，069万円

38億3，478万円

62 

63 

7G 

2 

3 

4 

5.1% 

Ii村
1思
9 

4 
2 

方税
円

13.7% 

木

22.9% 

土

費

8
億

8
3
2
万
円
'

25，956円

平成4年度の主な事業

2，186万円

5，943万円

633方向

3億5，741万円

4，318万円

4，466万円

2，395万円

315万円

2，411万円

25，873円

24，165円

14，666円

10，152円

996円

8円

地方交付税

14~蜜4 ， 477;宮内

10ハ
.(ノ'O~。

入

36億1，654万円

歳出

35億3，257万円

-
億
8
，6
6
3
万
円
6

民

生

費

問

費

6
万
円

7
6
9
万
円
%

商

工

費

似

7
，8
4
0
万
円

議

会

費

2.2% 

歳

-
億
l
，3
2
6
万
円
%

消

防

費

口

2，256万円

9，093万円

4，190万円

3，863万円

8 

平
成
4
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
お
億
l
，

6
5
4
万
円
、
歳
出
総
額
お
億
3
，

2
5
7
万
円
で
差
引
残
額
8
，
3

9

7
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
と

比
べ
る
と
歳
入
で
M
%
の
減
、
歳
出

で
け
%
の
減
と
な
り
ま
す
。

国

関

前
年
度
よ
り
も
日
%
の
増

平
成
4
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
、
お
億
1
，
6
5
4
万
円
で

前
年
度
に
比
べ
2
億
9
，
7
4
1
万

円
少
な
い
日
%
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
口
主
な
要
因
と
し
て
、
村
債
の
3

億

3
，
6
9
4
万
円
(
約
印
%
)
の

減
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
県
支

出
金
が
ロ
%
、
繰
入
金
も
ω
%
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す

D

こ
れ
に
対
し
て
、

地
方
交
付
税
が
口
%
の
増
、
国
庫
支

出
金
が
日
・
7
%
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
全
体
と
し
て
は
日
%
の
滅

と
な
り
ま
し
た
。

4
分
の

3
が
依
存
財
源

歳
入
決
算
額
を
自
主
財
源
と
依
存

財
源
に
分
け
る
と
、
自
主
財
源
は
全

体
の
お
・
4
%
で
前
年
度
よ
り
2
%

下
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
依
存
財

源
は
全
体
の
九
・
6
%
を
占
め
、
約

4
分
の
3
に
な
り
ま
す
。

国

国

歳
出
決
算
の
総
額
は
、
お
億
3
，

2
5
7
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
3
億

2
2
1
万
円
少
な
い
M
%
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
教
育
費

の
5
億
8
，7
2
1
万
円
の
減
で
す
。

こ
れ
は
、
中
学
校
建
設
事
業
の
主
体

工
事
が
ほ
ほ
完
了
し
た
た
め
で
す
。

そ
の
ほ
か
総
務
費
が
げ
%
減
っ
た
以

外
の
項
目
は
微
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
全
体
で
は
M
%
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

9 



同
局
泊
目
叫
泊
以
日
以
向

w
司

a由

ー歳入
4億8，290万円

総務費
2，968万円
6. 

その他
1，412万円
2.9% 

医療費に見る被保険者数と保険税の推移

歳 出 吟
4億5，378万円

ヨ
ム
包
由
同
w
司

am剖

一
人
当
り
医
療
費
は

犯
万
6
，
2
0
7円

平
成
4
年
度
の
収
入
済
額
は
3
億

4
，
4
1
9
万
円
、
支
払
済
額
は
3

億
4
，
2
5
5
万
円
で
差
引
額
は
1

6
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
に
比
べ
る
と
歳
入
歳
出
と

も
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

主
な
要
因
は
、
平
成
4
年
度
の
平

均
受
給
者
は
制
人
と
前
年
度
よ
り
も

白
人
増
え
て
い
ま
す
が
、
一
人
当
り

の
医
療
費
が
位
万
6
，
2
0
7
円
と

ω
%
も
減
っ
た
た
め
で
す
。

医療諸費.

3億3，432万円
97.6% 

数

医療費国保負担
1人当りの保険税額(現年度分)

324.280.210円
56，795円 ，. 3，121人

(98.4%) 
J←老人を除く被保険者

304.130，128円
56.125円 ー2.857人(92.3%) ， 

299，937，709円
56.339円 f 2.655人

(98.6%) ， 
， 

342.672，848円
56.381円・ 2.522人

(103.8%) 

55 

国
保
税
・
一
世
帯
当
り

げ
万
7
千
円
を
負
担

50 45 

平
成
4
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
決
算
状
況
を
み
る
と
、
歳

入
総
額
4
億
8
，
2
9
0
万
円
、
歳

出
総
額
4
億
5
，
3
7
8
万
円
で
差

し
引
き
2
，
9
1
2
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
中
の
大
き
な
財
源
は
国
庫

支
出
金
と
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

前
年
度
と
比
べ
る
と
全
体
で
1
，
4

3
4
万
円
、
約
4
%
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
被
保
険
者
数
の
滅

が
主
な
要
因
で
、
保
険
税
が
4
%
国

庫
支
出
金
が
4
%
の
減
と
な
っ
て
い

40 35 ( )は63年度を100とした比率

年度

JG 

3 

4 

2 

948世帯

保険給付費内訳

3億4，831万円

-被保険者数(老人を除く)
2，522人

.1世帯当たりの保険税
177，944円

.1人当たりの保険税
56，381円

※年間平均の数字です。

-国保加入世帯

(占@@~8@苗)
1 B 1人当たり給水量は

235 ， 3~ 

平
成
4
年
度
末
に
お
け
る
給
水
戸

数
及
ぴ
人
口
は
、
1
，
3
5
8
戸
5
，

5
5
4
人
で
前
年
度
と
比
較
し
ま
す

と
ω
戸
犯
人
の
増
加
、
年
間
給
水
量

は
U
万
6
，
9
6
7
立
方
M
で
一
日

平
均
1
，
3
0
7
立
方
れ
と
な
り
前

年
度
よ
り
5
万
5
，
3
6
8
立
方
れ

の
増
で
一
日
一
人
当
り
給
水
量
は
2

3

5
・
3
リ
ッ
ト
ル
と
な
り
ま
し

た。
年
々
増
加
す
る
水
需
要
に
対
応
す

る
た
め
第
一
次
拡
張
事
業
に
よ
り
水

源
施
設
を
は
じ
め
ポ
ン
プ
場
、
配
水

池
の
改
修
及
、び
管
路
の
布
設
工
事
を

行
い
平
成
4
年
目
月
1
日
か
ら
空
港

施
設
へ
の
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

1億9.650万円

1.768万円

2億2.757万円

4.239万円

EE直面E

企業債

一般会計補助金

負担金

補償金

ま
す
。
一
世
帯
当
り
が
納
め
る
保
険

税
は
げ
万
7
，
9
4
4
円
、
前
年
度

と
比
べ
る
と
4
，
9
2
3
円
、
負
担

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
保
険
給
付
費
(
病
気
や

け
が
で
医
師
に
か
か
る
場
合
に
支
払

わ
れ
る
お
金
)
が
3
億
4
，
8
3
1

万
円
、
次
に
老
人
保
険
医
療
費
拠
出

金
が
6
，
2
0
5
万
円
で
、
こ
の
二

つ
で
全
体
の
卯
%
を
占
め
ま
す
。
年

間
医
療
費
は
一
人
当
り
日
万
5
，
8

7
3
円
で
前
年
度
と
比
べ
る
と
2
万

2
，
9
0
3
円
の
増
に
な
っ
て
い
ま

す
。被

保
険
者
数
は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
保
険
給
付
費
は
逆
に

増
加
し
ま
し
た
。

村
民
一
人
一
人
が
健
康
管
理
に
対

す
る
自
覚
を
高
め
、
疾
病
の
予
防
に

努
め
た
い
も
の
で
す
。

10 

給水の状況

1，358戸
476，967m 

1 ，307m 

-給水戸数

・年間給水量

・1日平均給水量

11 



平
成
5
年
度
玉
川
村
敬
老
会
が
9

月
日
日
(
敬
老
の
日
)
に
村
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
車
田
村
長
が
式

辞
を
述
べ
た
後
に
米
寿
祝
な

ど
の
各
種
記
念
品
を
該
当
者

に
贈
り
、
来
賓
か
ら
の
お
祝

い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
婦
人
会
に
よ
り
踊
り
が

披
露
さ
れ
、
お
年
寄
り
ら
は

楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
た
よ

う
で
す
。

今
年
の
招
待
者
は
、
万
歳

以
上
初
歳
未
満
が
別
人
、
初

歳
以
上
が

m人
の
計
他
人
で

し
た
。

い
や

l

し
ば
ら
く
だ
ナ
イ

平
成

5
年
度

敬

老

ム
E

親切な案内板がお目見え
村郷土史研究会が労働奉仕

村
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
名
所
や

旧
跡
へ
の
親
切
な
案
内
板
な
ど
が
立
て

ら
れ
ま
し
た
口
こ
れ
は
、
玉
川
村
郷
土

史
研
究
会
(
岩
谷
浩
光
会
長
)
が
、
村
を

訪
れ
る
人
た
ち
に
玉
川
村
の
名
所
や
旧

跡
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
設
置
し
た
も

の
で
す
。

材
料
の
木
材
は
製
材
業
、
車
田
昭
五

さ
ん
(
小
高
)
が
提
供
し
、
塗
料
や
ネ
ジ

な
ど
は
会
員
が
経
費
を
負
担
。
作
業

は
、
会
員
の
石
森
正
八
さ
ん
(
岩
法
寺
)

の
作
業
場
を
借
り
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
員
ら
が
、
村
内
幻
カ
所

の
文
化
財
を
対
象
と
し
た
案
内
板
を

ω

カ
所
、
標
柱
を

5
カ
所
の
計
お
カ
所
、

各
地
区
ご
と
に
立
て
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
行
動
に
す

る
と
、
素
敵
な
も
の
が
で
き
ま
す
ね

D

助け合いの心を福島空港か5
赤い羽根、空の第一便メッセージ伝達式

福
島
空
港
の
開
港
を
記
念
し
て
「
赤
い
羽
根
空
の
第
一

便
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
」
が
空
港
ロ
ピ
!
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
厚
生
大
臣
と
中
央
共
同
募
金
会
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
、
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
の
ご
協
力
に
よ
り
福

島
県
知
事
や
玉
川
村
長
な
ど
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
託
さ
れ
た
助
け
合
い
の
心
を
福
島
空
港
か
ら
県

内
に
広
げ
た
い
で
す
ね
。

赤
い
羽
根
募
金
は
今
年
も
叩
月
1
日
か
ら
ロ
月
白
日
ま

で
行
わ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

首
藤
翁
の
記
録
を
冊
子
に

玉
川
村
の
み
な
ら
ず
国
内
の
考
古

学
史
上
に
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
た

故
首
藤
保
之
助
氏
(
中
)
の
採
集
日
誌

が
本
に
な
り
ま
し
た
。
本
は
、
村
郷
土

史
研
究
会
が
中
心
と
な
っ
て
玉
川
村

近
郊
に
関
す
る
記
録
だ
け
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
希
望
の
方
に
は
1
冊

3
，
6
0
0
円
で
分
け
ら
れ
る
そ
う
で

す
。
申
し
込
み
は
、
会
長
の
岩
谷
さ

ん

(
5
7
1
3
9
2
2
)
ま
で
。

入づくりのために
図書券を寄贈

東京精工株式会社から村に、図書券

10万円分の寄付がありました。同社は

3年前に村内各小学校へ「東京精工文

庫J を設置しており、それから毎年、

同社の創立記念日に図書券を寄付くだ

きっています。村では教育委員会を通

じて、各小中学校へ配ることにしてい

ます。ありがとうございました。

ぼ
く
の
ア
イ
デ
ア
・
わ
た
し
の
工
夫

ア
イ
デ
ィ
ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル

こ
の
ほ
ど
、
須
釜
郵
便
局
で
ア

イ
デ
ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
作
品
は
須
釜
小
学

校
の
児
童
が
夏
休
み
中
に
作
っ
た

も
の
で
、
福
島
空
港
や
飛
行
機
な

ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
力
作
ぞ
ろ

い
。
審
査
の
結
果
、
次
の
子
供
た

ち
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。
な

お
、
優
秀
賞
の
凶
作
品
は
県
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

-
優
秀
賞
マ

1
年
生
小
山
田
通

片
寄
泰
子
小
針
加
奈
マ

2
年

生

塩

沢

豊

佐

久

間

優

子

大

槻

里

美

マ

3
年
生
関
根
広
之

塩
沢
義
寛
小
針
広
充
小
山
田

佳

織

瀬

谷

香

保

里

塩
沢
幸
洋
マ
5
年
生

増
子
恵
美
阿
部
真
理

塩
沢
早
苗
石
森
淳
子

・
優
良
賞
塩
沢
弘
樹

(
1
年
)

宗
形
愛

(
2
年
)
関
根
孝
夫

(
3

年

)

斉

藤

俊

二

4
年
)
大
越

正
彦

(
5
年
)
陣
野
亜
美

(
6
年
)

我
妻
絵
理
香
(
6
年
)

マ
4
年
生

小
山
田
智

瀬
谷
絢
子



第

7
田
村
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

参
加
者
募
集

m闘
幽
し
め
き
り

第
7
田
村
長
杯
親
善
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
行
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
。

-

期

日

平

成

5
年
日
月
四
日

(
金
)

・

時

間

集

合

午

前

8
時

ス

タ
ー
ト
午
前
8
時
お
分

-
場
所
福
島
石
川
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
(
東
・
中
・
西
コ

l
ス
同
時

ス
タ
ー
ト
)

-
競
技
方
法
路
ホ

1
ル
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ

I
・
新
ぺ
リ
ア
方
式
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平成5年10月

22日制

⑮ 

⑧ 

母親教室

午後9時15分~

3歳児健診

午後 1時~

(対象:平成2年7

8・9月生)

広報たまかわ

10月

20日(水)

輝ゃく

情熱まってます

自衛隊では次により自衛官等を募集し

ています。[ ]は試験日

-防衛大学校(男女)…躍・海-空自衛隊

の幹部()Cイロットを含む)を養成す否。

[ 1次11月13日・ 14日、 2次12月14日~

17日]
・防衛医科大学校(男女)・・陸・海

衛隊の医師である幹部を養成する。

[ 1次11月6日.7目、 2次12月8日~

10日]
・看護学生(女子)…陸上自衛隊の看護業

務の中心となる婦人自衛官(陸曹)を養成

する。

[ 1次11月10日、 2次12月2日"'5日]

・自衛隊生徒(男子)…陸・海・空自衛隊

の技術専門における陸・海-空曹を養成

する。

[ 1次平成 6年 1月6日、 2次20日~

23日]

一一自衛官等募集一一

向
口空

村民体育祭から

ほんとうの

空の下で働乙う
ふくしまFターンフ工ア

福島県では、県タト県内出身を問わす

福島県ヘ移り住みたいという方を rF

ターン希望者J として、これらの方々を

対象に再就職のための相談会を開きま

す。地元に戻りたいと考えているお子さ

んをお持ちの方、また、友人・知人をご

存じの方は、当日参加されますようおす

すめ下さい。

・日時平成 5年10月22日幽

10時から午後4時まで

・場所東京都新宿区大京町26 野口

英世記念会館 1階第 3会議室告03-
3357-0741 

い
陰

さ
籾

を
下
馬

7
て
募

ω比一明
た
苫
州

よ、、
J

海

，
7

年

あ

青

午前

事業主のみなさん
労働保険の加入はおすみですか

労働保険(労災保険・雇用保険)は、労

働者が労働災害や失業等の保険事故のと

き必要な保険給付を行い、生活の安定・

社会復帰の促進・再就臓の促進等を図る

ことを目的とした制度で、労働者を一人

でも雇用していれば加入しなければなり

ません。また、事業主が故意叉は重大な過

失により労働災害の保険関係成立届を提

出していない期間中に労働災害が生じ、

労働給付を行った場合、そして労働保険

料を徴収するほか労働給付に要した費用

の一部を徴収することとなっています。

手続きがおすみでない事業主の方は最

寄りの労働基準監督署・公共職業安定所

におたすねください。

福島労働基準局・福島県商工労働部

お誕生おめでとう

ございます

泡
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人

夫

鮭

誠

慌
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勇
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喜

(9月届出分)
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吉
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小

岩

南

カ

タ

カ

ナ

語

サ
ド
ン
デ
ス
・
・
急
死
。
ゴ
ル
フ
や

サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
延
長
戦
に
勝
者
を

決
め
る
時
な
ど
の
方
法
。

ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
・
・
競
馬
で
番
狂
わ
せ

を
し
て
勝
ち
馬
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
穴
馬
の
こ
と
口
予
想
外
の
実
力
が

あ
る
競
争
相
手
。

モ
ッ
ト
ー
・
・
信
条
。
座
右
の
銘

⑮ 

⑮ 

⑧ 

血圧デー

第 3回玉川村歩けある

け健康家族大会

機能訓練

午後 1時30分~

乳幼児健康相談

午後9時30分~

(対象平成3年.4年

10月'"'-'11月生。平成 5年

3月'"'-'4月生)

乳児健診

午後 1時~

(対象:平成5年1月~

2月生)

⑧:保健センター

11月

1日(月)

3日(水)

4日(木)

12日(鉛

自の銀行に登録を
10月10日は目の愛護デー

おくやみ申し上げます

詳しくは郡山募集事務所まで0

ft0249(23) 1424 

- 日 時

時30分
・場所郡山市中央公民館

・内容派遣のシステムや待遇等につ

いて詳しく説明します。

また、隊員08.OGの体験発表もあり

ますので、お気軽にどうぞ0

・詳しくは、国際諜受流推進係告0245
(21)7183 

午後6平成5年11月5日幽

アイバンク(自の銀行)では自の不自由

な方に光をプレゼン卜する橋渡しをして

います。多くの方々の登録をお待ちして

います。

問合せ先

総務課内

樹)福島県アイバンク県立医大

宮 0245(48)2111 内線2017

( 9月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

田子武 73 武 幸

大野直美 80 直寛

斑目兼福 68 和夫

地区

川辺

南須釜

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資

金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。

14 
11月1目、土地基本調査にご協力をお願いします。

記

-南須釜の大野トシ子さんから

1万円

2万円

(村社会福祉協議会)

15 

3万円

-南須釜の斑目和夫さんから

.111辺の田子武幸さんから
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「
ス
ゴ
作
り
」

こ
の
写
真
は
、
戦
前
ま
で
あ
っ
た

須
釜
実
業
公
民
学
校
の
一
コ
マ
で
、

昭
和
日
年
3
月
ご
ろ
の
様
子
で
す
。

当
時
の
中
学
1
年
生
と
2
年
生
が
、

炭
ス
ゴ
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

実
業
公
民
学
校
で
は
、
小
学
校
を

卒
業
し
て
す
ぐ
に
農
業
や
家
事
を
す

る
子
供
た
ち
を
対
象
に
、

2
年
間
、

実
践
的
な
指
導
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
炭
の
ス
ゴ
を
作
っ
て
売
り
、
そ

の
代
金
で
制
服
を
買
っ
た
り
、
授
業

料
を
納
め
た
り
し
た
ん
だ
ゾ
イ
」
と

写
真
を
提
供
し
て
く
れ
た
我
妻
茂
世

さ
ん
(
山
小
屋
)
が
懐
し
そ
う
に
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ス
ゴ
は
1
枚
2
銭

5
厘
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
我
妻
さ
ん
ら
須
釜
実
業

公
民
学
校
の
昭
和
日
年
卒
業
生
が
、
切

年
目
の
同
級
会
を
開
き
、
玉
川
村
と
そ

の
周
辺
に
住
ん
で
い
る
男
女
白
人
と

恩
師
の
方
が
参
〆
加
し
た
そ
う
で
す
。
会

で
は
葉
タ
バ
コ
栽
培
や
養
豚
な
ど
の

指
導
を
受
け
た
思
い
出
話
に
花
が
咲

い
た
と
の
こ
と
で
す
。

たまかわの皆さん
お元気ですか

一東京玉川会員だより一

「私情雑感」

東京都台東区

大木吉孝さん(南須釜出身)

早
い
も
の
で
私
も
上
京
し
て
か

ら

ω年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
我
が
家
に
も
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。

4
月
に
は
長
女

が
嫁
ぎ
、
そ
の
結
婚
式
で
心
の
動

揺
・
複
雑
な
気
持
ち
を
味
わ
い
ま

し
た
。
中
で
も
「
椿
山
荘
L

の
チ
ャ

ペ
ル
で
讃
美
歌
の
流
れ
る
中
を
娘

と
二
人
で
腕
を
組
ん
で
歩
く
と
こ

ろ
は
、
緊
張
の
連
続
で
さ
び
し
さ

を
感
じ
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。私

は
カ
ラ
オ
ケ
で
芦
屋
雁
之
助

の
「
娘
よ
」
を
よ
く
歌
い
ま
し
た

が
、
そ
の
な
か
に
「
嫁
に
行
く
日

が
来
な
け
り
ゃ
い
い
と
、
男
親
な

ら
だ
れ
で
も
思
う
。
:
:
:
風
邪
を

ひ
か
ず
に
達
者
で
暮
ら
せ
:
・
つ
い

て
い
く
ん
だ
、
信
じ
た
人
に
:
・
」

と
い
う
く
だ
り
が
あ
り
ま
す
。
今

16 

は
本
当
に
そ
う
願
う
、
こ
の
頃
で

す。
ま
だ
、
三
人
の
子
供
も
こ
れ
か

ら
で
す
が
、
年
を
経
る
ご
と
に
難

し
い
こ
と
に
出
会
う
こ
と
も
多
く

な
っ
て
き
ま
す
。

事
業
経
営
も
一
層
難
し
い
時
代

に
入
っ
て
き
た
昨
今
で
す
。
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
例
会
や
業
界
の

講
演
会
等
で
、
で
き
る
だ
け
勉
強

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
趣
味
の
ゴ

ル
フ
や
水
泳
を
し
、
週
末
に
は
東

京
を
脱
出
し
て
鬼
怒
川
の
リ
ゾ
ー

ト
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
ん
び
り
過
ご

す
よ
う
心
が
け
、
健
康
に
注
意
し

な
が
ら
、
秋
晴
れ
の
頃
に
は
少
し

で
も
上
昇
気
流
に
の
っ
て
景
気
が

回
復
し
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
様
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
:
・
。




